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極域科学資源センター  センター 長　本吉洋一
極域デ ターセンター  センター 長　門倉 昭
広報室　室長　川久保 守
研究教育系
宙空圏研究グル プー グル プー長　山岸久雄
気水圏研究グル プー グル プー長　和田 誠
地圏研究グル プー グル プー長　小島秀康
生物圏研究グル プー グル プー長　小達恒夫
極地工学研究グル プー グル プー長　白石和行
先進プロジェクト研究グル プー グル プー長　本山秀明
極域観測系
























教授 理博 佐藤夏雄 磁気圏物理学
教授 工博 山岸久雄 超高層物理学
教授 工博 中村卓司 大気力学
准教授 理博 宮岡 宏 プラズマ物理学
准教授 理博 門倉 昭 磁気圏物理学
准教授 工博 堤 雅基 大気物理学
准教授 理博 行松 彰 磁気圏物理学
講師 理博 小川泰信 電離圏物理学
助教 理博 冨川喜弘 中層大気科学
助教 理博 江尻 省 超高層大気物理学
宙空圏研究グループ
助教 理博 菊池雅行 プラズマ物理学
極地工学研究グループ
准教授 工博 岡田雅樹 プラズマ物理学
極域デ ターセンター
客員教授 Ph. D Chiao-Yao She レーザー物理学・
   レーザー工学・超高層物理学
外国人研究員
 理博 瀬川高弘 雪氷微生物学
 理博 中澤文男 雪氷学
 情報博 西村耕司 計測工学
 理博 植竹 淳 雪氷微生物学
 理博 姫野哲人 数理統計学
 学術博 小林悟志 分子生態学・森林生態学
融合プロジェクト特任研究員
特任教授 理博 神田啓史 植物分類学
特任准教授 工博 西川省吾 電力工学・電気機器工学
特任助教 理博 田中良昌 超高層物理学
特任助手  木村嘉尚 超高層物理学
 MS Jhon Zepernick 有機化学・
   プレゼンテ シーョン指導
特任教員
客員教授  大野義一朗 南極医学
客員教授 理博 中井直正 天文学
客員教授 理博 佐藤 薫 大気力学・中層大気科学
客員教授 工博 阿保 真 レーザー計測
客員教授 農博 石丸 隆 海洋生態学・浮游生物学
客員教授 理博 海老原 充 分析化学・宇宙地球化学
客員教授 理博 高橋修平 雪氷学
客員准教授  宮本仁美 気象学・気象観測
客員教員
教授 理博 山内 恭 大気物理学
教授 理博 神山孝吉 地球化学
教授 理博 和田 誠 大気物理学
教授 理博 本山秀明 雪氷水文学
准教授 理博 塩原匡貴 大気物理学
准教授 工博 東 久美子 雪氷学
准教授 工博 藤田秀二 雪氷学・応用物理学
准教授 理博 牛尾収輝 極域海洋学
准教授 理博 森本真司 大気物理学
助教 学術修 平沢尚彦 気候学
助教 理博 古川晶雄 雪氷学
助教 理博 橋田 元 極域海洋生物地球化学
助教 理博 川村賢二 古気候学
気水圏研究グループ
教授 理博 白石和行 地質学
教授 理博 澁谷和雄 固体地球物理学
教授 理博 小島秀康 隕石学
教授 理博 本吉洋一 地質学
准教授 理博 船木 實 岩石磁気学
准教授 理博 野木義史 固体地球物理学
准教授 学術博 三澤啓司 宇宙化学
准教授 理博 土井浩一郎 測地学
准教授 理博 外田智千 地質学
准教授 理博 金尾政紀 地震学・固体地球物理学
助教 理博 三浦英樹 第四紀地質学
助教 理博 今榮直也 隕石学
助教 理博 山口 亮 隕石学
助教 理博 海田博司 鉱物学・隕石学
助教 理博 青山雄一 測地学
助教 理博 菅沼悠介 第四紀地質学・
   古地磁気・岩石磁気学
地圏研究グループ
教授 水産博 福地光男 海洋生態学
教授 水産博 小達恒夫 生物海洋学
教授 農博 渡邉研太郎 海洋生態学
准教授 理博 工藤 栄 水圏生態学
准教授 理博 伊村 智 植物生態学
准教授 理博 高橋晃周 動物生態学
助教 学術博 内田雅己 微生物生態学
助教 水産博 飯田高大 衛星海洋学
助教 農博 渡辺佑基 海洋動物学
助教 理博 高橋邦夫 海洋生態学
生物圏研究グループ
特任研究員
 理博 鈴木香寿恵 極域気候学
 理博 元場哲郎 超高層物理学
 理博 早河秀章 測地学・固体地球物理学
 理博 奥野淳一 固体地球物理学
 理博 倉元隆之 雪氷水文学
 理博 堀江憲路 同位体地球化学
 環境博 野村大樹 海洋生物地球化学
 理博 田邉優貴子 植物生理生態学
 学術博 三宅隆之 環境化学
 理博 平林幹啓 分析化学
 理博 鈴木秀彦 超高層大気物理学
 理博 國分亙彦 動物生態学
 環境博 大岩根 尚 海洋地質学
 理博 五十嵐 誠 雪氷化学
 理博 高村近子 大気物理学
 理博 田所裕康 超高層物理学
 Ph. D 小端拓郎 古気候
 Ph. D Dunkley Daniel 岩石学
 Ph. D Surdyk Sylviane 電波リモ トーセンシング






香内 晃 北海道大学低温科学研究所 教授・所長
高橋修平 北見工業大学社会環境工学科 教授
津田敏隆 京都大学生存圏研究所 教授・所長
中澤高清 東北大学大学院理学研究科附属大気海洋変動観測研究センター 教授・センター 長
廣井美邦 千葉大学大学院理学研究科 教授
福島登志夫 国立天文台 教授・天文情報センター 長
藤井良一 名古屋大学 理事・副総長
古谷 研 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授
松山優治 東京海洋大学 学長
森 武昭 神奈川工科大学 教授・副学長
佐藤夏雄 国立極地研究所 教授・副所長（総括・研究教育系）
白石和行 国立極地研究所 教授・副所長（極域観測系）
山内 恭 国立極地研究所 教授・副所長（極域情報系）・北極観測センター 長・知的財産室長・ア カーイブ室長
神山孝吉 国立極地研究所 教授・南極観測センター 副センター 長（観測担当）







年度 運営交付金 受託事業等収入 自己収入 合計
予算（2010年4月1日現在）



































研究教育系 14 18 1 17 50
極域情報系 （3） 1（8） （7） 1 2（18）
極域観測系 （5） （7） （1） （2） （15）
南極観測センター 7 6 31 44
情報図書室 （1） 2 2（1）
広報室 （1） 2 2（1）
国際企画室 （2） （2）
知的財産室 （1） （1） （2）
ア カーイブ室 （1） （1）
極地研・統数研 統合事務部 14 1 15
合計 1 （3） 14（13）19（16） 1（1） 17（9） 25（1） 8 31 116（43）










































1996年 5月 南極圏環境モニタリング研究センター の整備
が行われ、資料系非生物資料部門が廃止さ
れた。
1997年 4月 北極圏環境研究センター および南極圏環境
モニタリング研究センター の整備が行われた。










域デ ターセンター と極域科学資源センター が
設置された。極域観測系の南極観測センター
が南極観測推進センター に改組された。


























































































































































































No. 研究課題 研究代表者 期間
研究組織人数
所内 所外
KP-2 極域中層・超高層大気の変動と結合過程の研究 中村卓司 平成22～27年度（6年間） 8 14
KP-3 極域下層大気中の物質循環の現状と今後 和田 誠 平成22～27年度（6年間） 6 16
KP-4 東南極海洋の環境変動の研究 福地光男 平成22～27年度（6年間） 7 10
KP-5
太陽風エネルギーの磁気圏流入に対する電離圏応答の南北極域共役性の
研究 山岸久雄 平成22～27年度（6年間） 13 38
KP-6 太陽系惑星物質の起源と進化過程の解明 小島秀康 平成22～27年度（6年間） 6 24
KP-7 極域から探る固体地球ダイナミクス 本吉洋一 平成22～27年度（6年間） 12 42
KP-8 環境変動に対する極域生物の生態的応答プロセスの研究 伊村 智 平成22～27年度（6年間） 8 12
KP-9
EISCATレ ダーーならびに地上拠点観測に基づく北極圏超高層・中層大気の
国際共同研究 宮岡 宏 平成22～27年度（6年間） 12 24
KP-10 北極温暖化研究の序章 山内 恭 平成22～24年度（3年間） 9 16
KP-11 北極域における生態系変動の研究 内田雅己 平成22～27年度（6年間） 5 7
KP-12 ドームふじ基地における赤外線・テラヘルツ天文学の開拓 中井直正 平成22～27年度（6年間） 2 8















































































































































































































































































（The University Centre in Svalbard：スバールバル大学センター ）
ニーオルスン・ラベンにある日本の基地
2 1



















































































































行の英文学術雑誌 5 誌については、1988 年創刊以降
2006 年終刊まですべてキーワ ドーからの論文検索が可
能で、本文PDFを公開している。






















¡Memoirs of National Institute of Polar Research
（不定期：Series A～F、Special Issue）
¡JARE Data Reports（不定期：No.317まで出版）
¡NIPR Arctic Data Reports（不定期：No.7まで出版）


















和雑誌 344 900 0
洋雑誌 575 2,889 6,510
合計 919 3,789 6,510













広報室 Public Relations Section
南極・北極での観測研究について広く国民の理解を得るため、さまざまな広報活動を行っている。

























































































































































































新領域融合研究センター Transdisciplinary Research Integration Center


























































































































































　東京から直線で約 1 万 4,000kmも離れている昭和基
地までの物資輸送は、船により行われている。南極観
測 初 期の 1956 年（第 1 次 隊）から1962 年（第 6 次
隊）までは、海上保安庁が輸送を担当し、観測船「宗

























































































































































































































































電 話 042 -512 -0655　FAX 042 -528 -3105
http://www.nipr.ac.jp
Eメール kofositu@nipr.ac.jp
表紙：薄明・オ ローラと南天の星（南極・昭和基地） 撮影 武田康男 第50次南極観測隊越冬隊員
